
感謝 
　献金者一覧（2017年6-7月） 

松戸福音教会、播磨ｷﾘｽﾄ教会、
波崎ｷﾘｽﾄ教会、安城中央ｷﾘｽﾄ教
会、蛍池聖書教会、総和ｷﾘｽﾄ教
会、生駒めぐみ教会、新津福音ｷ
ﾘｽﾄ教会、松原聖書教会、松沢実
喜男、浜田良夫、矢作ｷﾘｽﾄ教会、
匿名(2名)（敬称略）　　　　　　
計409,850円 (累計1,445,856円)　 

　　　　　　　　　　　　　　
6、7月も尊い御献金をありがと
うございました。7月末時点で、
本年指定献金目標額の70％以上
が満たされたことを心より感謝
申し上げます。皆様の継続的な
お祈りとおささげものの賜物で
す。ささげてくださった諸教会、
兄弟姉妹の上に主の尽きない恵
みが注がれますように。 

  

＊本年指定献金目標額：200万円 

■献金先：　　　　　　　　　
郵便振替　00120-5-142886　　　　　　
日本同盟基督教団事務所　 

「浜田宣教師指定」とご明記下
さい。 

　 真価が試される時 

　ここ数ヶ月、世界各地で自然が猛威をふるい、
地震やハリケーン、台風などの被害が相次いで
います。日本にあっては、近隣諸国との緊張関
係が高まり、政界も揺れ動いています。ブラジ
ルは地震こそありませんが、私たちの信仰や生
活を脅かすものは絶えず働いています。祈りと
みことばに固く立って歩むことを示されていま
す。皆様の日々のお祈りとご支援に感謝しつつ
レターをお送りいたします。 

　6月半ばに脳溢血で左半身麻痺だった吉田さ
んは、主の癒しによって自立歩行できるまでに
回復され、車椅子なしで生活されています。教
会に来れない吉田さんは、毎週火曜日の訪問礼
拝を心待ちにしてくださっています。近所の前
添さんも、約半年間毎週集うなかで、内なる信
仰が徐々に明確にされています。かつて日本で
教会学校に通い、結婚時はカトリックの洗礼を
受けていたことも最近知りました。東京池袋の
出身、「花嫁移民」としてブラジルに渡るため 

相手の顔も見ずに結婚を決断。初期のブラジル
南部での生活は厳しく、1kgの塩さえ買えず、
隣人から牛の乳を分けてもらって子どもに飲ま
せていたと。しかし貧しくても、いつも神様が
共におられたと語ってくださいました。 

　9月3日の礼拝では黙示録3章より「まことの
富」と題して説教。ラオデキヤの教会はこの世
の富や地位を確保し、乏しいことは何もないと
自負していたが、主の目には「哀れで貧しくて
盲目で裸の者」でした。世の富という霧に包ま
れて、見るべきお方を見失わないように主がこ
の時代の教会に語っておられるようです。「苦
しみと貧しさ」の中で奮闘したスミルナの教会
こそ（黙示録2章）今日の教会が目指すべきモ
デルではないでしょうか。信仰の真価が試され
る時、火で精錬されてもなお残る「金」を持つ
者でありたいと心引き締めています。主にある
諸教会が「主の日」を正しく待ち望みながら、
確かな信仰の道を歩むことができますように。 

2017.9.26　浜田献、陽子 
　 

「火で精錬された金を」 

黙示録 3.18 
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　　　　ハマダ・ファミリ-  　 
○献 Ken　9月で結婚19年を迎えました。喫茶
店でささやかにお祝い。まだまだ未熟な夫婦で
すが、主と皆様の祈りに支えられています。 

○陽子 Yoko　ブラジリアアライアンス教団の全
国夫人カンファレンスに初めて参加。青年時代
に戻った気分で、リフレッシュされました！　 

○真理生（14歳）伸び
盛りの思春期。背はお
母さんを越し、父（私）
に迫っています。関心は
もっぱらサッカーのこ
とばかりですが（写真中
央マリオ） 

○湧希（11歳）学校の
サッカーの監督に声をかけられ、お兄ちゃんと
同様、選抜チームで練習を始めました。一日一
章、聖書を読むことにも挑戦しています。 

○聖也（8歳）親友チアゴが４軒隣りに引越して
来て、友達の輪が広がっています。最近食べる量
がグンと増えています。 

○翔（5歳）内弁慶の末っ子
ちゃん。幼稚園では友達の輪
に入って少しずつ自分を出せ
るように。家へ帰ればパワー
全開でお兄ちゃんたちとケン
カしたり、お絵描きやレゴ遊
びに夢中。 

前添さん(イペーの咲く庭で)　　　92歳の中倉みえさん 

◇中倉みえさんはパーキンソン病を患う一世のお
ばあちゃん。たくさんの家族に囲まれての誕生会。
その昔、家の前に捨てられていたブラジル人の赤
ちゃんを引き取って育てたという逸話も。この日、
流暢な日本語を話す45歳のブラジル人ユキオと知
り合うが、彼こそが中倉さんに育てられたあの赤
ちゃんでした。彼は10年ほど愛知の豊橋で働いた
経験があり、三河弁まじりの日本語に親しみと懐
かしさを感じました。中倉さんは今はほぼ寝たき
りの状態ですが、差し上げた「みことばカード」
が内なる信仰の助けと慰めになりますように。 

1歳の誕生日を迎えた
カオリ(香祈)ちゃんと
両親のケンジとベリー 

盛大な飾り付け↓　　　 

ブラジル生活あれこれ
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